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使い易い対話型CNC装置、MAZATROLの実力です。

以来、製造現場の主要工程はMAZATROL搭載のマ

ザック機で編成。樹脂加工を担う新城NC工場では、

複合加工機を中心に旋盤、５軸加工機、立形マシニング

センタなどの代表機種がフル稼働しています。

「フッ素樹脂をはじめとする高機能樹脂分野では半

導体製造工程の中で、主に洗浄装置関連の加工に用

いています。部品の種類や用途に応じて加工機を使い

分ける、最適な生産体制で臨んでいます」（菅野一彦

工場長）。

高機能樹脂製品の一貫生産体制工場建設へ
「お客様の要望にノーと言わないための“挑戦力”を支

える上でもありがたい存在」。山田社長はマザック機をそ

う評します。

「近年の『Yes, I Can.』の成功例はアクリル製タグの

製品化です。初めての依頼ですが現場には失敗を恐れ

ずに挑めと発破をかけました」（山田専務）。当初月額

2 ～ 10万円だった売上高は現在200万円まで増大して

います。「新城に移転した時に数台だったマザック機は

現在20台以上。ノーと言わないための試行錯誤を重ね

ていたら、結果的に増えていたのです」（同）。

近年の自動車産業をめぐる変革の一つであるEV化

の波紋は同社にも及んでいます。その対策として、同社

は高機能樹脂製品の拡大を推進。新城NC工場の隣

に高機能樹脂の素材製造から加工に至る一貫生産体

制を整えた工場を建設する計画です。 竣工予定は

2025年春。マザック機の導入も織り込み済みです。

新たな経営環境に挑むための合言葉はもちろん

「Yes, I Can.」でしょう。

できない理由より、できる方法を考える
同社は鉄工所を営んでいた、山田社長の祖父が

1966年に設立した有限会社が前身。主力業務は打ち

抜き製品などの製造でした。新城工場を新設した1987

年以降、工場の増強に応じて事業内容も拡大。体制強

化のため、2005年に株式会社化しました。2020年に

は新城NC工場を増設し、事業基盤を固めています。

現在の製品構成（売上高ベース）はAT用ガスケット

50％、高機能樹脂製品25％、プラント用ガスケット

15％、ポリウレタン製品10％の割合。創業時の事業に

とどまらぬ製品展開は「お客様の要望に応えることに徹

した営業力の結果」と山田社長は見ています。

「当社の強みは決して断らないこと。できない理由を

並べるよりも、できる方法をチームで考える習慣が根付い

ているからです」（山田社長）。「お客様がお困りなら、

たとえ小さな部品一つでもお届けします。採算は度外視。

その蓄積と信頼が現在の評価につながっているのだと

思います」（山田茂人専務）。

歴代MAZATROLが“現役”で活躍する工場
「要望に応えるためには、技術の向上や人の育成が

不可欠」（山田専務）という同社が、ものづくりにおいて、

絶大な信頼を置くパートナーとして選んだのがマザック

でした。

マザックとの縁は山田社長の実父、光良会長が1981

年にCNC旋盤 QUICK TURNの初期モデルを導入し

たことから始まります。「父は汎用機しかない時代から生

産の自動化を構想していました。そのための機種を入念

に検討した結果、MAZATROL T-1で制御するQUICK 

TURN 10の採用を決めたのです」（山田社長）。

光良会長を唸らせたのは従来の方式と比べ、格段に

「Yes, I Can.」。ガスケットや高機能樹脂製品などを手掛ける株式

会社新晃製作所（愛知県名古屋市南区）の経営理念です。込められ

ているのは「ノーとは言わない心意気」。「お客様の要望に応える最大

限の協力を惜しまない」気持ちを忘れないための仕掛けです。

www.shinkou-ss.com

フロア壁面に大きく書かれた経営理念

新旧20種類以上のマザック機がずらりと並ぶ 世界初対話型CNC装置「MAZATROL」は 
T-1からSmoothAiに至るまで全モデルが勢揃い

歴代のMAZATROL搭載機が 
現役で活躍している

株式会社新晃製作所

株式会社 
新晃製作所
ノーと言わない挑戦力を支えるマザック機

マザック機で加工された
樹脂・アクリル製品

# CNC旋盤 # 立形マシニングセンタ # 樹脂加工# 5軸加工機# 複合加工機 # 日本

向かって左から菅野工場長、山田社長、 
山田専務と従業員の皆さん

山田茂人専務（左）、山田健人社長（中央）、菅野一彦工場長（右）5軸加工機による半導体製造装置向け部品の加工
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山田 光良
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名古屋市南区駈上一丁目8 番 3 号
200 名
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ヤマザキ マザックについて
詳しくはWEBサイトへ
www.mazak.com
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ヤマザキマザック美術館は、創立者で初代館長の山崎照幸（1928 - 
2011）が蒐

しゅうしゅう

集した 18世紀から 20世紀にわたるフランス美術 300年
の流れを一望する絵画作品及びアール・ヌーヴォーのガラスや家具等、
ヤマザキマザックのコレクションを所蔵・公開しております。みなさまの
ご来館をお待ちしております。

「 サノワの風車 」 モーリス・ユトリロ

モーリス・ユトリロ（1883-1955）《サノワの風車》1910年頃

薄曇りの空のもと、右手に古びた風車が見えています。その手前の小道には「CHEMIN DU MOULIN（風車通り）」と書かれ
た看板が立っており、二人の人物が連れ添って歩いています。小道をたどった先には白い壁が印象的な家々。寂しげな田舎町
の情景です。

作者はモーリス・ユトリロ。生まれ育ったパリの下町モンマルトルを情感豊かに描き出した風景画家です。彼がこの作品に描い
たのはパリ郊外の町サノワ。1625年に建てられた木造の風車があることで有名で、画面左手に小さく見えている三角屋根の建
物も実は羽根がとれた風車です。左右に位置する風車の風格ある姿が画面を引き締めています。

アルコール中毒だったユトリロは1912年、サノワにある診療所に入院しますが、この作品はその頃に描かれています。観光名
所の風車を二基とも画面に入れ、絶好の視点から町を表しつつも、少し寂寥感が漂っているのは、パリを離れて一人療養するユ
トリロの心情を反映しているのかもしれません。

この製品は、FSC®認証材、再生資源、
およびその他の管理原材料から作られ
ています。また、環境に配慮した植物性
インキを使用しています。
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